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ない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を

履修することができない。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）

及び平成２７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する

者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）

及び平成２７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する

者については、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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（６）口腔保健学科（口腔保健工学専攻）教育課程

区 分 授業科目 

単位数 
履修学年 

１年 ２年 ３年 ４年 

必

修

選

択

自

由

前

期

後

期

前

期 

後

期 

前

期

後

期

前

期

後

期

基 

礎 

分 

野 

科学的思考

の基盤 

人間と生活 

口腔保健工学概論 1 ○

科学英語Ⅰ 1 ○ 

科学英語Ⅱ 1 ○

ヘルスプロモーション 2 ○ 

メディア情報学基礎 1 ○

コミュニケーション学 1 ○

造形美術概論実習 1 ○

グローバル口腔保健工学実習 1 ○ 

専 
門 

基 

礎 

分 

野 

歯科技工と
歯科医療 

歯科技工士と法律 1 ○

感染予防 1 ○ 

口腔保健工学管理学 1 ○

早期臨床体験実習 1 ○ ○

口腔外科工学 1 ○

う蝕と歯周病 1 ○ 

高齢者歯科工学 2 ○

口腔保健工学特論 1 ○

歯・口腔の 
構造と機能 

人体の構造と機能Ⅰ 2  ○

人体の構造と機能Ⅱ 5 ○ ○

画像解析学 1 ○

歯の形態実習 1  ○

歯の形態修復演習 1  ○

咬合学 1  ○

臨床咬合学 1  ○

歯科材料・歯
科技工機器と
加工技術 

加工技術基礎  1  ○

口腔機材開発工学 1  ○

口腔保健理工学 2 ○

別表１　（１）～（５）省略
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口腔保健理工学実習 2  ○

精密鋳造学演習 1  ○

プロセスデバイス工学 2  ○ 

専 

門 

分 

野 

有床義歯 
技工学 

顎補綴工学 1 ○

顎補綴工学実習 2 ○

スポーツ歯科工学 1 ○

オーラルアプライアンス工学 1 ○

全部床義歯工学 2  ○

全部床義歯工学実習 3  ○

部分床義歯工学 2 ○ ○ 

部分床義歯工学実習Ⅰ 4 ○ 

部分床義歯工学実習Ⅱ 1 ○

歯冠修復 
技工学 

歯冠修復工学基礎 2  ○

歯冠修復工学基礎演習 1  ○

歯冠修復工学基礎実習 4  ○

歯冠修復工学応用 1  ○

歯冠修復工学応用演習 1  ○

歯冠修復工学応用実習 2  ○

審美修復工学 1  ○

審美修復工学実習 3  ○

CAD/CAM システム工学実習 1  ○

インプラント工学実習 1 ○

小児歯科 
技工学 

小児歯科工学 2 ○

発育口腔工学 1 ○

矯正歯科 
技工学 

矯正歯科工学 3 ○

歯科技工 
実習 

再建工学包括臨床実習Ⅰ 4 ○

再建工学包括臨床実習Ⅱ 10  ○ ○

医療倫理 1 ○

卒業研究Ⅰ 2 ○
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統 

合

分

野 

総合口腔保健
工学 

卒業研究Ⅱ 3  ○ ○

卒業製作 3 ○

口腔保健工学エクスターン 

シップ
 1  ○ ○ ○

計 97 5 1

※ 選択科目から３単位以上修得する。

（７）全学科共通自由科目

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

自
由
科
目 

Moral and Political  

Philosophy for Medicine 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Introduction to Medical  

Anthropology 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Bio-social  

Research Methods 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Decision-making in the  

Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Problem-solving in the  

Health Sciences（※） 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Contemporary Japanese  

Society 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Applied Critical Thinking  

for Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Fundamentals of Global  

Health 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 8

※ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。
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別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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（５）口腔保健学科（口腔保健工学専攻）

（１）第１学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

２学年に進級することができない。

口腔保健工学概論、メディア情報学基礎、造形美術概論実習、早期臨床体験実習、

人体の構造と機能Ⅰ、加工技術基礎、口腔機材開発工学

（２）第２学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

３学年に進級することができない。

科学英語Ⅰ、ヘルスプロモーション、グローバル口腔保健工学実習、感染予防、う

蝕と歯周病、人体の構造と機能Ⅱ、歯の形態学実習、歯の形態修復演習、咬合学、

口腔保健理工学、口腔保健理工学実習、精密鋳造学演習、全部床義歯工学、全部床

義歯工学実習、部分床義歯工学、部分床義歯工学実習Ⅰ、歯冠修復工学基礎、歯冠

修復工学基礎演習、歯冠修復工学基礎実習

（３）第３学年の前期までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、

第３学年後期以降の授業科目を履修することができない。

部分床義歯工学実習Ⅱ、歯冠修復工学応用演習、歯冠修復工学応用実習、審美修復

工学実習

（４）第３学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

４学年に進級することができない。

科学英語Ⅱ、コミュニケーション学、歯科技工士と法律、口腔保健工学管理学、口

腔外科工学、高齢者歯科工学、口腔保健工学特論、臨床咬合学、顎補綴工学、顎補

綴工学実習、歯冠修復工学応用、審美修復工学、インプラント工学実習、小児歯科

工学、発育口腔工学、矯正歯科工学、再建工学包括臨床実習Ⅰ、医療倫理、卒業研

究Ⅰ

別表３　（１）～（４）省略
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( )

 (1) 

 (2) 

 (3) 

(1) 

(2) 

- 1 -

（平成26年以前入学者）
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- 3 -
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附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号）

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号）

（施行期日等）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

（在学する者等に関する経過措置）

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次

に入学した者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。

（平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置）

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後

の別表１（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。

全学科共通選択科目

授業科目
単位

数

履修対象学年

年 年 年 年 年 年

選
択
科
目

医療リーダーシッ

プ特論１
○ ○

医療リーダーシッ

プ特論２
○

医療リーダーシッ

プ特論３
○

医療リーダーシッ

プ特論４
○

○

（※２）

医療リーダーシッ

プ特論５

○

（※１）

国際教養特論１
○ ○

国際教養特論２
○ ○

○

（※２）

国際教養特論３
○ ○

○

（※２）

計

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することが

できる。

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しな

ければ３を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができ
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ない。

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を

履修することができない。

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。
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1

2

1

1

1

- 4 -

別表１　（１）～（５）省略
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  17  

CAD/CAM 1

CAD/CAM 1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

4

8

1

2

1

4

8

1

1

1

1

14

3

3

97 7
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別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 

－18－



PBL)

CAD/CAM

CAD/CAM

- 7 -

別表３　（１）～（４）省略
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東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規 

平成２３年１２月７日 

歯  学  部  長  制  定 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学学部専門科目履修規則（平成２２年規則第４１号。以下「履

修規則」という。）第１１条に基づき、歯学部口腔保健学科における専門に関する教育科目の履修

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（学習の評価） 

第２条 定期試験及び追試験の成績については、担当教員が１００点満点で採点し、授業科目ごとに

 履修規則別表２のとおり学習の評価を行う。 

２ 第１項の学習の評価に、平常の学習の成果を加味することができる。 

（必修科目及び仮進級） 

第３条 履修規則別表３(4)(5)に掲げる科目は、必修科目とする。 

２ 必修科目に係る試験の不合格者については、仮進級を認めない。 

（ＧＰ） 

第４条 評価とＧＰとの対応は次のとおりとする。 

成績評価 A+ A B C D F 

ＧＰ 4.0 3.5 3.0 2.0 1.0 0.0 

２ 卒業要件に含まない科目のうち、単位を認定されなかった科目については、未履修としＧＰＡ

（Grade Point Average）の計算式には算入しない。 

（補則） 

第５条 この内規に定めるもののほか、履修に関し必要な事項は各専攻において別に定めることがで

きる。 

附 則 

１ この内規は、平成２３年１２月７日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

２ 平成２３年３月３１日において現に歯学部口腔保健学科に在学する者（以下「在学者」という。）

及び平成２３年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学する者については、この内規の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 附  則（平成２８年３月３１日制定） 

１ この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、

次のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

－20－



東京医科歯科大学試験規則 

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 

規 則 第 １ 号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目及び専門

に関する教育科目（以下「授業科目」という。）の試験に関して、東京医科歯科大

学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）、東京医科歯科大学全学

共通科目履修規則（平成１６年規則第２１７号。）及び東京医科歯科大学学部専門

科目履修規則（平成２２年規則第４１号。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

（試験の種類） 

第２条 試験は、本試験、追試験及び再試験とする。 

（試験の方法） 

第３条 試験は、筆答試験、コンピュータ活用試験、口答試験及び実地試験のいず

れかによって行う。 

（本試験） 

第４条 本試験は、定期試験及び共用試験をいう。 

２ 共用試験は、医学部医学科及び歯学部歯学科において行う。 

（定期試験） 

第５条 定期試験とは、履修した授業科目について行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 定期試験を受験することのできる者は原則として次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習  当該授業科目の授業時間数の３分の２以上履修した者 

(2) 実習  当該授業科目の授業時間数の４分の３以上履修した者 

４ 定期試験の結果は、公示する。 

５ 第３項に定めるもののほか、定期試験の受験資格に関し必要な事項は、医学部、

歯学部又は教養部（以下「部局」という。）において別に定めることができる。 

（共用試験） 

第６条 共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコ

ンピュータ活用試験（ＣＢＴ）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能

力試験（ＯＳＣＥ）をいう。 

２ 共用試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 共用試験を受験することのできる者は医学部医学科及び歯学部歯学科において
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別に定める。 

４ 共用試験の結果は、公示する。 

（追試験） 

第７条 追試験とは、病気、その他止むを得ない理由により本試験を受験できなか

った者に対して行う試験をいう。ただし、追試験は原則として１回限りとする。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験申請者」という。）は、所定の受験

申請書に医師の診断書等の証明書類を添えて、本試験終了後原則として５日以内

に医学部長、歯学部長又は教養部長（以下「学部長等」という。）に願い出て、許

可を受けなければならない。 

３ 学部長等は、前項の申請について、教育委員会又は教務委員会と協議のうえ、

その可否を決定し、追試験申請者に通知するものとする。 

４ 追試験受験決定が否の場合は、本試験を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第２項に定めるもののほか、追試験の申請に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

（再試験） 

第８条 再試験とは、本試験又は追試験を受験し、不合格となった者に対し行う試

験をいう。ただし、再試験は、原則として１回限りとする。 

２ 再試験の実施日時は、指定の期日までに公示する。 

３ 再試験は当該学部長等の判断により、受験を許可しないことがある。 

４ 再試験受験決定が否の場合は、当該授業科目を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第３項に定めるもののほか、再試験の許可に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

（試験の成績） 

第９条 本試験、追試験及び再試験による成績については、科目責任者が１００点満

点で採点し、６０点以上を「当該科目の到達目標のうち最低限を達成した」もの

として合格とする。 

２ 共用試験の成績については、前項の規定にかかわらず、医学部医学科及び歯学部

歯学科において別に定める。 

（成績の報告） 

第１０条 科目責任者は、本試験、追試験及び再試験について所定の用紙に採点結

果を記入し、指定の期日までに当該学部長等に報告しなければならない。 

２ 医学科教育委員会委員長又は歯学科教育委員会委員長は、共用試験について所

定の用紙に採点結果を記入し、指定の期日までに当該学部長に報告しなければな

らない。 
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（罰則） 

第１１条 試験において不正行為があったときは、学則第５８条の規定による懲戒

の手続きをとるものとする。 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。

附 則 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部試験規則（平成１６年規則２０２号）は廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部試験規則（平成１６年規則２１４号）は廃止する。 

４ この規則は、平成２３年３月３１日において現に医学部または歯学部に在学する者（以

下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者が所属する学年に再入 学、転

入学するものについては、改正後の規則にかかわらず、なお従前の東京医科 歯科大学

医学部試験規則または東京医科歯科大学歯学部試験規則の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７４号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
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歯科技工士国家試験について

【試験の実施】

試験は毎年 1 回実施しますが、試験を施行する期日及び場所並びに受験願書の提出

期限等は 9 月初旬に官報で公告いたします。 
平成 27 年度から全国統一国家試験になりました。以下に、平成 29 年 2 月に実施さ

れた平成 28 年度歯科技工士国家試験について示します。 

１．試験日

平成 29 年 2 月 19 日（日） 

２．集合時間

各試験場とも午前 9 時 15 分までに受験番号に従い指定された試験会場に入室して

ください。災害等によって試験の開始時間等に変更が生じた場合は、「一般財団法人歯

科医療振興財団」のホームページに掲載します。

３．試験場（※本専攻は東京都の試験場で受験します。）

受験地 試験場 所在地

北海道 吉田学園医療歯科専門学校 北海道札幌市中央区南 3 条西 1-11-1 
宮城県 東北工業大学（八木山キャンパス） 宮城県仙台市太白区八木山香澄町 35-1 
東京都 日本歯科大学生命歯学部 東京都千代田区富士見 1-9-20 
大阪府 大阪歯科大学（楠葉学舎） 大阪府枚方市楠葉花園町 8 番 1 号 
福岡県 博多メディカル専門学校 福岡県福岡市博多区千代 4-32-1 

４．試験科目

学説試験：歯科理工学、歯の解剖学、顎口腔機能学、有床義歯技工学、歯冠修復技工

学、矯正歯科技工学、小児歯科技工学及び関係法規

実地試験：歯科技工実技

５．受験資格

（１）文部科学大臣の指定した歯科技工士学校を卒業した者

（２）都道府県知事の指定した歯科技工士養成所を卒業した者

（３）歯科医師国家試験又は歯科医師国家試験予備試験を受けることができる者

（４）外国の歯科技工士学校若しくは歯科技工士養成所を卒業し、又は外国で歯科技

工士免許を受けた者で、厚生労働大臣が前記（１）から（３）までに掲げる者と

同等以上の知識及び技能を有すると認めた者

※

－26－



６．受験手続

試験を受けようとする者は、受験願書、卒業証明書若しくは卒業見込証明書、歯科

医師国家試験等を受けることができる者である旨を証する書類又は歯科技工士国家試

験受験資格認定書の写し及び写真（出願前 6 月以内に脱帽正面で撮影した縦 6 ㎝、横

4 ㎝のもので、その裏面に撮影年月日及び氏名を記載すること）が必要です。 
なお、受験願書、写真用台紙、受験手数料払込用紙等は、当財団から 10 月下旬に各

学校・養成所に送付されます。

受験に関する書類は指定期日までに一般財団法人歯科医療振興財団に提出してくだ

さい。（本学では大学でまとめて送付します。）なお、卒業見込証明書を提出した者に

あたっては、指定期日までに卒業証明書を提出してください。当該期日までに提出さ

れないときは、当該受験は無効となります。（本学では大学でまとめて送付します。）

７．受験手数料

受験手数料の額は 30,000 円です。 

８．試験当日の持参品

（１）受験票

（２）HB の鉛筆（シャープペンシル不可）及び黒のボールペン、マジック

（３）消しゴム（砂消しゴムは不可）

（４）昼食

（５）実地試験に必要な技工用器具

（６）その他（電卓機能及びメールの送受信機能がある時計は使用を禁止）

９．合格者の発表

合格者の発表は平成 28 年 3 月 28 日午後 2 時、一般財団法人歯科医療振興財団およ

び厚生労働省において、受験地、受験番号を掲示して発表し、即日合格証書を郵送し

ます。また、財団ホームページおよび厚生労働省のホームページでも合格者及び正答

肢を発表します。

一般財団法人歯科医療振興財団：http://www.dc-training.or.jp 
     厚 生 労 働 省：http://www/mhlw.go.jp 

10．その他 
 視覚、聴覚、音声機能もしくは言語機能に障害を有するもので受験を希望する者

は、期日までに一般財団法人歯科医療振興財団に申し出てください。申し出た者につ

いては、受験の際にその障がいの状況に応じて必要な配慮を講ずることがあります。
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学生周知事項

1. 掲示について

学生への告知、通知、連絡はすべて掲示板に掲示する。掲示の見落としがないよう十分注

意すると共に、1 日に 1 度は掲示を見て不利益をこうむらないように心がけること。

教務連絡用掲示板は 2 号館 2 階、玄関脇に設置されている。また、ｅラーニングシステム

（ WebClass ）や電子メール（Web メール）によって連絡されることがあるので頻繁に確認す

ること。

2. 学生証について

（１）学生証は常に携帯すること。

（２）学生証を紛失または破損等したときは、学務企画課（1 号館西 1 階）に届け出て再交

付の手続きをすること。再交付費用（1,500 円）は学生本人の負担とする。

（３）学生証は卒業、退学または除籍のときには直ちに学務企画課へ返納すること。返却

できない場合は、費用を負担することとする。

3. 学生旅客運賃割引

（１）課外活動または帰省等で JR 線を利用し、乗車区間が片道 100km を超える場合、旅

客運賃の割引（2 割）を受けることができる。

（２）学割証の不正使用（第三者への貸与等）は絶対にしないこと。

（３）年間使用限度枚数は 1 人 10 枚（1 回につき 2 枚まで）

（４）私鉄、バス等の利用において通学証明書を必要とする場合は、所定の用紙をもらい、学

務企画課企画調査係（1 号館西 1 階）に問い合わせること。

（５）学割証が必要なときは 5 号館 4 階談話室にある証明書自動発行機を使用すること。

利用日時：月曜日～金曜日、8：30～21：00

問い合わせ先：学務企画課企画調査係（内線5075）

4. 証明書等

証明書等は、歯学系教務係および証明書自動発行機にて発行する。

http://www.tmd.ac.jp/campuslife/procedure/shigaku/index.html

（１）次に掲げるものは、歯学系教務係（歯科棟南 2 階）で発行するので歯学部証明書交付

願を記入し提出すること（受付時間 8：30～17：15）

（①と②の交付は、原則として交付願を受理した日から１週間程度要する。）

①成績証明書

②調査書

③英文の在学証明書
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（２）次に掲げるものは、5 号館 4 階談話室にある自動発行機で発行する。

（利用日時：月曜日～金曜日、8：30～21：00）

（問い合わせ先：学務企画課企画調査係（内線 5074））

①在学証明書

②卒業見込証明書（第 4 学年在学者のみ）

（３）次に掲げるものは、学務企画課企画調査係（1 号館西 1 階）で発行する。

①通学証明書（交通機関から請求された場合に限る）

通学証明書が必要な場合は、企画調査係に問い合わせること。

鉄道やバスの通学定期券を購入する場合は、住居の最寄り駅または大学の最寄り駅

にて学生証を提示し、直接購入すること。 

5. 住所・氏名等の変更について

本人または保証人の住所、氏名、電話、本籍等（電話番号を含む）に変更が生じたときに

は、速やかに歯学系教務係へ申し出て所定の手続きをすること。

6. 欠席、休学、復学、退学

（１）授業の欠席

病気その他の事由により欠席した場合は 欠席届を歯学系教務係（歯科棟南 2 階）へ

提出すること。（病気の場合は、必ず医師の診断書を添付すること。） 

（２）休学

病気その他の事由により、引き続き 3 か月以上休学する場合は、休学願（保証人連署）

を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。（病気の場合は、必ず医師の診断書

を添付すること。） 

休学を許可される期間は、通算して 2 年以内。（特別の事情があるときは、さらに

1 年以内の休学が許可されることがある。）

（３）復学

休学している学生が、休学許可期間の途中または満了時に復学を希望する場合は、復学

願（保証人連署）を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。（病気を理由に休

学した場合は、復学可能である旨の医師の診断書を添付した上で、保健管理センターを

受診する必要がある。） 

（４）退学

病気その他の事由により、学業を継続することが困難となり、退学しようとする場

合は、退学願（保証人連署）を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。 

なお、退学するにあたっては、事前に担任教員等と面談し、退学事由等について十分相

談すること。 
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